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『サーンキヤ■カーリカー』を根拠とする  

意識→成所作智、五識→妙観察智の正当性  

佐久間 秀 範   

0．はじめに  

法相数学で一般化している理論に八識と四智の対応関係がある。そ・して、この両者の関  

係をインド緑伽行派文献に辿って考察していくと、個々の絶と智が対応関係を結んでゆく  

プロセスを見ることが出来る。法相数学が正当とする対応関係はアーラヤ織→大円鏡智、  

マナス→平等性智、意識→妙観察智、五識→成所作智であることはよく知られている。と  

ころがインド繚伽行派本来の考え方からすると後半の二つに関して意識→成所作智、五識  

→妙観察智が理にかなっていることを筆者は『大乗荘厳経論』に見いだされるごくわずか  

な根拠から論証した。しかし、論証をするために、このわずかな根拠しか見いだせないこ  

とに、筆者は大きな不安を覚えてきた。ところが筆者はある公開授業の流れの申で、この  

テーマについても触れる機会に恵まれた。その際に「インドの思想社会を前提とした場合  

には、意識→成所作智、五識→妙観察智が理にかなっているのだが、そのことを証明する  

ための根拠が、わずか－カ所しか見つからない」ということを、テキスト該当部分を提示  

した上で申し述べた。そ・の公開授業にご出席頂いていた今西順青光生より、インド思想に  

おいて意識→成所作智、五識→妙観察智が理にかなっていることを論証することができる  

根拠が『サーンキヤ・カーリカー』にもあるということをご呈示頂いた。つまり、意識→  

成所作智、五織→妙観察智の正当性を根拠づけるために『サーンキヤ・カーリカー』を持  

ち出すのは、聾者の発見によるものではない。したがって、当論証に有益な点があるとした  

ら、それは今西先生のご功繚によるものである1。そのことをあらかじめお断りした上で、こ  

の間題を考察し続けてきた筆者が、再度これを根拠としてある程度の最終的な判断を下すこと  

ができると思い、当論文を認めたのである。したがって、何か不備な点がある場合には、ひと  

えに筆者の安住である。  

1．意識→成所作智、五識→妙観察智の正当性についての概要  

意識→成所作智および五識→妙観察智の結合関係が見いだされるのはいずれも大正大蔵  

経の欄外に記されているヴアリアント申である。一つはプラパーカラミトラ訳『大乗荘厳  

1国際仏教学大学院大学教授今西順舌先生には、当部分をご教示頂くと共に、ニの分野には経験の浅  

い筆者の質問疑問にも、ご多用中の時間をお割きくださF）ご教授頂きまLた。心より感謝申し上げま  

す。筆者が十分にその内容を理解し活かせたのかには、いささか疑問のところもありますが、それは筆  

者の勉強不足によるものであり、心よりお詫び申し上げます。  
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経論』菩提品であり、もう一つは玄莫訳『摂大衆論』無性釈である。  

プラパーカラミトラ訳『大乗荘厳経論』T31，606c23且：   

四智鏡不動 三智之所依 八七五六誠  次第特待故滞日。四智鏡不動三智之所依   

者。山切諸併有四種智。一着鏡智。二者平等智。三者観智。四者作事智。彼鏡智以不動   

蔑相。恒鵠鎗三智之所依止。何以放。三智動故。八七五六識次第緒得故者。培節八職埠   

玄共訳『摂大衆論』無性釈T31，438a13且：   

由鴨阿頼耶識等人事識蔵得大風鏡智等四種妙智。加数次第戎随所應。富知此中盤阿麹狸   

箪故得大風鉄管。難所識境不現在前而能不忘不限時庭。於一切境常不愚迷。無分別行能   

起受用。彿智影像。樽巣汚末那故得平等性智。初硯観時。先巳澄得。於修道位縛復清   

浄。由此安住無住浬紫。大慈大悲恒輿相應。能随所韓硯価影像。緒五現識故得妙観察   

盤。具足一切陀羅尼門三摩地門。猶如雷蔵。於大食中能硯一切自在作用。能断諸疑能雨   

法雨。嘩費馳改選成所作 蟄。普於十方鵬切世界。能規攣化従親史多天宮而没乃至浬柴。   
能現住持一切有情利軍事放。  

大正大蔵繚の報告によれば、このヴアリアントの敢古のものはいずれも宮内庁図番寮本で  

あり、旧宋本（A．D．1104－1148）のものである。残念ながら現在見ることのできる正倉院聖  

語蔵本（天平写本A．D．729－）には筆者の見る限りこの部分は含まれていない。ところが落  

合俊典教授を研究代表者として平成19年3月に報告された科学研究補助金基盤研究（A）：  

課題番号15202002の成果報告啓『金剛専一切経の総合的研究と金剛寺整数の基礎的研究』  

にある『大乗荘厳経論』（金剛専一切経 貞0706－0003）にはっきりと下記のように記述さ  

れていることが判った2。  

●＝、‾三言‾三‾  

毒  

2ここに掲載を許された写本の写真は、国際仏教学大学院大学の落合俊典教授からご提供頂いたもので  

ある。落合先生には掲載を快くお許しいただきましたことに心から感謝申し上げます。  
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金剛寺とは大阪府河内長野市天野町にある天野山金剛寺である。貞706の『大乗荘厳経  

論』の情報は報告書第2冊p．226にあり、それによると書写は鎌倉中期とある。同番p．4に  

よれば鎌倉中期とは1222～1287年を指す。宮内庁本よりは後代になるが、日本において書  

写されたものであるなら、日本に伝来した筆写本の原本が、専らこの系統のものであるこ  

とになる。いずれにしても複数の書写された大蔵経が、いずれの場合も大正大蔵経ヴアリ  

アントの考え方を本来の説であるとしていることが確定するであろう。それならば、イン  

ドの思想社会では意識→成所作智、五識→妙観察智の結合関係に正当性があることを証明  

しなければならない。   

そこで筆者はこの結合関係がインドでは本来正当な考え方であったということを、この  

問題が扱われている『大乗荘厳経論』梵本の中に見られる次の部分を根拠として解明した  

わけである3。その根拠となる梵本は次のようである。  

MSAbhXI．40：  

manoyatklista叩SarVad5／udgrahabpaacavij蕗nak亘yab／vikalpomanovi錘畠na叩／  

MSAbhXI．45：  

manaSa畠codgrahasya ca vikalpasya c象vTtteb par亘vrt七erity arthah／caturdha va貞it盈  

bhavatiyath亘kramamavikalpeksetrejfはnakarmaDO畠ca〟   

この両者を組み合わせた場合、manaSは常に汚れている染汚意で「マナス」と呼び慣わさ  

れるものである。udgrahaは「五識」である。そしてvikalpaは意識である。これが変化  

する（豆JVrt，Par豆Jvrt）と、順番に「無分別」と「国土」と「智と行為」に対する自在力を  

得ることが構図として描けるのである。そのうち問題となるのは「五紙」と「恋識」であ  

る。  

「五識」の性格がudJ如ahとして考えられる場合、アビダルマの把撼の仕方として相貌  

領域の情報をキャッチするのみで、それを判断することがないという性格に適っている。  

仏となった場合も国土の情報、おそらくは衆生の心の情報を含むであろうが、をひたすら  

に観察する智、つまり「妙観察智」という性格付けが理に適っている。  

「意識」の場合には五識の集めてきた情報を過去・現在・未来に亘って総合的に判断し、  

行動を起こすという性格付けがなされる。したがって知覚と行動の両方の性格を兼ね備え  

ると『大乗荘厳経論』を造り上げたグループの人々は考えていたことになる。これは双方  

の性格を兼ね備えた行為を完遂する智、つまり「成所作智」であることが理に適っている。   

筆者は佐久間秀範2002においてこのように結論づけたのである。  

2．インド思想における根拠付け  

この間題は法相教学を事実上成立させ運営していった窺基をはじめとする玄奨の弟子達  

3詳しい論証は佐久間秀範2002：「中国・日本法相教学における識と智の結合関係一封印された第六識  

→成所作智、五硯識→妙観察智の正当性」『木村清孝博士還歴記念論集・束アジア仏教とその周辺』東乱  

春秋社，pp．65－86全体を参照。  
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が『述記』や『了義燈』などの中で採り上げ議論を戦わせている。彼らは順番通りに対応  

関係を結ぶ組み合わせを、何とか法相教学の正義として帰着させようと、あれやこれやと  

理屈を並べ立てるのである。しかし、議論が複雑化するだけで、十分に納得できる論証に  

なっているとはとても思えないのである。筆者は佐久間秀範2002において法相教学では非  

正当説とされた組み合わせが、インドではむしろ順当な説であることを論証した。この説  

明の仕方の方がはるかにすっきりとした形で、納得のいくものであると筆者には考えられ  

るのである。論証が単純であって、しかも理にかなっていると評価できる理由は、おそら  

くインドの思想社会において無理が少ないからではないかと考えていた。しかし論証の根  

拠についてはいささか問題があった。それは正当性を裏付ける根拠がわずか前節で取り上  

げた『大乗荘厳経論』の、しかもこの山カ所のみであることであり、さらには  

j舶nakarmaDO畠が何故に並列複合語dvarpdvaでなければならなかったかを理由付ける具  

体的な根拠が見つからないと言う歯がゆさが残ったのである。   

こうした不安材料や疑問に、ある程度はっきりとした背景や根拠を与えられるのが今回  

採り上げる『サーンキヤ・カーリカー』の償および注釈である。この分野の研究を総合す  

ると、ヴァイシューシカ学派の場合には少し異なる考え方となるが、サーンキヤ学派や  

サーンキヤの緒理論を実践的に支えるヨーガ学派、また後のヴューダーンタ学派では「意  

（マナス）」、仏教では第六番日の意識にあたる、の性格付けが『大乗荘厳経論』の意識の変  

化した場合の性格付けと符合することが判り、根拠付けとしては極めて有効であろうと考  

えている。とかくサーンキヤ学派と喩伽行派との関係の親密性が囁かれるのは、単に  

pari頭maなどの使い方に限らず、両学派の性格がヨーガの実践から生み出された実践理  

論・を土台とした理論体系の構築にあったからだと考えると、今回の理論の符号も不思議な  

ことではない。   

それでは『サーンキヤ・カーリカー』4の該当箇所第26偶と第27偶を採り上げてみること  

にしよう。   

buddhindriy如icak！ub－grOtra瑠hr如a－raSana－Sparganak象ni／   

V豆k－p如i－P豆da－p呑y缶pasth豆nknrmendriy豆Dy邑hub〟26〟   

知覚器官は眼と耳と鼻と味覚器官（舌）と触覚器官（皮膚）である。   

行為器官は発声器官（ロ）と手と足と排泄器官（月工門等）と生殖器官であると言う。（26）  

ubhay豆tmakamatramanahsarpkn1pakamindriyar？CaS畠．dharmy豆t／   

gu草a－Pari頭ma－Vi畠e琴丘nn豆n豆tva巧Ib象hya－bhed畠畠caN27〟   

意はこの（諸器官の）中で［知覚器官と行為器官との］双方の本性を持つ。［意は］分   

別判断をなす。［知覚器官や行為器官と］同質性があるから券官である。   

［三つの］グナの展開に差別があるから、種種性であり、外界の［対象も種種に］異   

なっている。（27）  

五  

47‰物的叩捌抱席柑柑肋a盲腸m¢柑ムね 侮指eg〃刀鼠叩伽f視肋ぶ印加両班班e  

Cbmmentaり′OfGaudap屋d5catya，ed．bySharma，Poona，TheOrientalBookAgency，1933．を使用した。  
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当部分を研究書5や注釈文献6を総合して解説してみると以下のようになる。   

サーンキヤ哲学の現象界の説明の仕方からすると、根本原質prakrtiが純粋精神puru亭a  

の観照を起因として三つのグナのうちの激質r毎asが活動すると、平衡状態が崩れて開展  

が始まり、根源的思惟機能buddhiという精神的作用のもとが生じる。さらにその中に含  

まれる激質によって自我意識aha血k豆raが展開する。そ・の自我意識から二種類の創造  

Sargaがなされる。すなわち純質性s豆ttvikaの自我意識から11の器官が現れ、翳質性  

七色masaの自我意識から微細要素tanm邑traが現れる。そのうちの純質性の器官の説明部分  

にあたる。   

ここで純質性の11の器官とは知覚器官五つと行為器官五つと意とである。知覚器官とし  

て「眼と耳と鼻と味覚器官（舌）と触覚器官（皮膚）」が挙げられている。これは仏教で  

言えば五つの感官である。これらは声、触覚、色形、味、香り、つまり五つの対象を知覚  

するので、五つの知覚器官というのである。   

これに対して行為器官として挙げられている「発声器官（口）と手と足と排泄器官（肛  

門等）と生殖器官」であるが、『倶舎論』第2車根品第5偶直前の散文部分に同じ組合わせ  

で次のように採り上げられている。   

V豆k－P如i－p豆da－PayBpasth畠n邑mapicendriyatvamupasamkhyatavyam／   

発声器官（口）と手と足と排泄器官（月工門等）と生殖器官もまた感官として数え上げら  

れるべきである7。   

そしてその直後に、「数え上げられるべきでない（nakhalBpasarpkhyatavyam）」として  

第5偶以下で何故これらが感官として認可されないかを述べてい右。つまり、仏教なかん  

ずくアビダルマの考え方からすると、サーンキヤ学派が行為器官として数え上げている五  

つの感官は正式に感官として採り上げていないと考えられるであろう。『阿毘達磨雑集論』  

梵本にはこの組み合わせが登場しない8のは、仏教では行為器官を感官とは認可していな  

いことを表しているのかも知れない。つまり、『大乗荘厳経論』が知覚器官と行為器官を  

並列するのは仏教としては唐突に感じられるものの、サーンキヤ学派等の考え方からする  

と、ごく自然の捉え方であることが判る。   

さて、その上でここで問題となる「意」に関して考察すると、意には知覚器官と行為器  

官との双方があるという点である。眼等を知覚器官とするなら、これは仏教の五感官であ  

5以上は中村元1996『ヨーガとサーンキヤの思想』束京、春秋社、pp．443－455の説明を参照してまとめた  

ものである。サーンキヤ学派やヴェーダーンタ学派の人々はこうした自我意識等を物質的なものである  

と考えており、共通した考え方の上にあることも述べられている。さらに村上寅完1978『サーンクヤ哲  

学研究 － インド哲学における自我観 －』東京、春秋社、pp，262－271にはさらに詳しく他学派との  

関係を用いて解説がなされている。筆者の判断はこうした成果に依拠している。  

6上記テキストのガウダパーダ釈を参照した。また漢訳は真諦訳『金七十論』大正蔵54，  

Jゐ．213て♪．1251cl祈を参照した。  

7Abhidharmako由・bh畠亭yam OfVasubandhu，ed・by Pradhan，2nd edition，Patna，1975，p■40，10軋  

（1Steditionを訂正している）、桜部建著『倶舎論の研究 界・格別京都、法蔵館、1969、p．245ff．  

8sakuma，Hidenori1996：鹿刀坤肋rd血dばわ伽A助通arm∂朗mUCC郎唱地軸med托ed如Ⅳ  

乃tia而ththeTO吻db，Tolyo，TheSankiboPress，1996，4，ix十493pp．を参照。  
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る。行為器官を仏教の考え方に引き寄せて考えると身・ロ・意の三業の中の、身（手と足  

と排泄器官（肛門等）と生殖静官）と口（発声器官（口））である。   

ここで重要なことは知覚器官は知覚するだけであり、行為器官は行為をするだけであ  

る。それを統合するのはあくまでも双方の性質を兼ね備える「意」の働きであることが判  

る。つまり意には知覚器官と行為器官との双方の性質が並列して存在することになる9。   

これによって『大乗荘厳経論』にあった瀬息nakarmaDO畠が何故に並列複合語dvarpdva  

でなければならなかったかの理由が判るのである。サーンキヤでmanasがbuddhi－indriya  

とkarmかindriyaの性格を共に持つことによって、最大の性質である「分別判断  

sarpkalpa」の機能を持つようになったように、仏教で言う意識manovijfianaが変化した  

仏の智jfi豆naの場合にも、buddhiに相当する知覚節点naの性質と行為karmaの性質を併せ  

持つ実働的な性格を持つことができるのである。意識の変化した仏智はただ単に「観察す  

る」という五識と同様の性質を超えて、賓際に衆生利益をすることが可能な「所作」を伴  

える智である必要があったはずである。   

こうしたサーンキヤ哲学の素地を十分に身につけていたはずのインド玲伽行派の実践修  

行者通が、『大乗荘厳経論』のこの部分にだけこの記述を登場させたからといって、特別  

な意図があったわけではなく、むしろ自然な解釈であったと言うことができよう。  

3．まとめ  

何故に中国法相教学が複雑で極めて難解な体系なのであろうか。一つには玄突が見事な  

までに喩伽行派の構築した様々な実践理論を矛盾のないアビダルマの体系として造り上げ  

た、実に精密な体系であったことである。しかし、もう一方では本来実践修行の体験を距  

まえて意味のあるはずの理論が、インドの思想風土や寛践理論としての意味を離れて、テ  

クニカルタームとして一人歩きし、しかもそれを翻訳した中国語、つまり漢字自体の持つ  

意味合いを含めて理解し、その上でアビダルマ的に矛盾のない体系を築き上げようとした  

ところに、本来の意味合いとの大きなズレが生じてしまったと考えられるのである。こう  

した事態が生まれることになる歴史的な経緯、インドと中国との思想風土の遠いを検証す  

るのに今回のテーマは良い指標となるであろう。智と放との結合関係を結ぶプロセスにつ  

いては筆者はこれまでに再三述べてきたので、これ以上説明する愚かさを避け、今回はこ  

の点を指摘することに留めることにした。  

9上記『サーンキヤ・カーリカー』テキストの当部分に対するガウダパーダ註釈部分の原文は次の通りである。，  

ki甲Canyat，indriyarp ca s豆dharmyau samana－dharma－bhavat／sattvikaha血k象r豆d buddhindriy象Di  

karmendriy如imanas象 sahotpadyam畠nanimanaSah sadharmya叩 pra七i（p邑dayanti）／七asm邑七  

sadharmy豆nmano‘p盲ndriyam／evametanyekada貞endriy如isattvik象dvaikr七色dahahk豆r邑du七pann亘ni／  

七atra manasah k畠 Vrttiriti－Sa叩kalpo vrttih／buddhindriy軸畠rp 由bd畠dayo vTttayah，  

karmendriy亘車rpvacan豆dayah／  
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TheLegitimacyoftheTransfbrmationof脇novL7nanainto ●●■－・－  

Rt＆anusthah4Pfdna andtheFiveConsciousnessesinto  

伽b7aVek？卓再ana asBasedonthe滋mkhyaTk点z・Lk点  

HidenoriSAKUMA  

Inanearlierarticleentitled“TheConnectionbetweenthe亡戊ana and嘩5naintheFa－  

hsiangSchoolinChinaandJapan：OntheRightnessoftheSealed－uPConnections－  
Sixth聯dna→B＞b，anUSth5n4jB5na and FirstFivel御ana→凸・∂む咽Ve榔5na”  

（旅〟d由如月1ゐ血meゐr凸・0鹿部Or埠叩由jほ瓜m日用0月班e Occ∂ぶね刀Or月お馳£由班  

Bfrth卸［Tokyo：ShunjGsha，2002］，PP．65－86），Ipointedoutthatthecorrespondences  

betweenthefburkn0wiedges andeightconsciousnesses whichhave beenassumed by  

modern scholars to represent theideas oftheIndian Yog畠c豆ra schooIwerein fhct  

legitimizedbyandtookrootonaccountofthe doctrinesoftheChinese Faxiang（Fa－  
hsiang）法 相school．ThecorrespondencesdeemedtobelegitimateinFaxiangdoctrine  

Were aSfbllows：点Lmvvnana→点daz鴎揮5na，manaS→sama喝ボana，manOVUnana→  

Pra如Vek？卓啓血a，andfiveconsciousnesses・→krbdnu？th5nqi6ana．Thefbundationsof  

七histheorywereofcourseprovidedbyXuanzang，s玄突translationsoftheBuddhabhdmj－  

idstTTa andCnengweLshllun成唯識論，andthesamecorrespondencesaregivenin  

Sthiramati’s commentar・y On the肋h句′Gnas葺tTihmk5r・a．Butin his translation of  

Asvabh畠va’s commentary on the 胞h卸如asa明卵ha Xuanzang altered the  

COrreSPOndences of the 且naltwoitems，With mano雌anB turnlnginto  

kr砂丘T”？than卑声5na andthefiveconsciousnessesturninginto卯殉倒融頭商加．This  

isidenticalto the scheme fbundin Prabh邑karamitra，s Chinese translation of the  

肋h卓yanas虔tr51b草kara．Ithus concluded thatit was thislatter scheme of  

COrreSPOndences between the fbur knowledges and eight consciousnesses that  

representedtheschemeconceivedofbytheIndianYbg象c畠raschool，andasgroundsfbr  

this conclusionIcited verses XI．40 and XIA5 0f the Sanskrit tex七 of the  

腸h亘再nas地点由mk虔Ta・According to these verses，itis appropriate fbr the five  

COnSCiousnessestoturnintopzTa如Vek＄亘声ana，Whichisintentonobserv1ngSentient  

beingsandthephysicalworld，andfbrmanov鱒5na toturnintokr匝usthan卑頑5na，  

Whichcombinesthequalitiesofperceptionandactionfbrintegratingtheinfbrmation  

provided bymanov所ana andtaking action．Inthe originalSanskrit，the dva叩dva  

COmpOund j6anakazmapogis used to express this．But this alone wasinsufricient  

groundsfbrdrawingmyconclusion・SincethenithascometornynOticethatinverses26  
and270fthej迂曲TkaI・Lk5，aWOrkrepresentativeofIndianthought，itisstatedthat  

COnSCiousnesspossessestheessenceofboththeorgansofperceptionandtheorgansof  

action，and the explanation also makes clearthe reason fbr the use ofa dvramdva  

COmpOund・In discussions ofthe且ve consciousnessesin the Yog豆c豆ra school，the  

29   



哲学・思想論集第三十三号  

emphasisisusuallyontheirfunctionasorgansofperception，andthereisnomentionof  

organsofaction．Thereasonfbr七hisliesintheAbhidhazmako由bhawa，Whereinthe  

PrOSeSeCtionimmediatelyprecedingverseII．5itisstatedthatorganSOfactionsarenot  

recognizedassenseorganS．Therefbre，incontrasttoIndianthought，theⅥ）g豆C豆raschool  

ofIndianBuddhismusuallyconfineditsdiscussionstoorgansofperception．Asaresult，  

itisalso evidentthattheargumentsIcited as grounds fbr associating manovi再点na  
with krb75nusth5n如亨5na and the nve consciousnesses with praむ咽Vek？亘煎ana  

representedaquiteconventionalmodeofthinkingwithinthecontextofIndian七hought  
andthatthecorrespondingsectionintheMbh4YinasdtT5h2q2kara didnotappearoutof  

theblue．  

Inthisfashion，byrefbrringtothe滋z7］埴yaTkizik点，itcanbeconnrmedthatthescheme  

ofcorrespondencesregardedaslegitimateinthedoctrinesoftheChineseFaxiangschool  

di飽redfhmthetheoryregardedaslegitimatebytheIndianYbg邑c豆raschool・  
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